（様式３）
履　　　歴　　　書
本　籍　地　
現　住　所　
こうの おつたろう
氏名 　甲野　乙太郎

ぶんか たろう
（芸名 　文化　太郎）
昭和○○年○○月○○日生（○○歳）
（学　歴）
　昭和○○．○○．○○　　○○大学経済学部経済学科卒業　
（職　歴）
　昭和○○．○○．○○　　公立中学校教諭（同○○．○○．○○まで）
　同　○○．○○．○○　　公立中学校教頭（同○○．○○．○○まで）
　同　○○．○○．○○　　株式会社○○取締役社長（同○○．○○．○○まで）
　同　○○．○○．○○　　株式会社○○社顧問（現在に至る）
（団体歴）
　昭和○○．○○．○○　　○○県芸術文化協会理事（平成○○．○○．○○まで）
　同　○○．○○．○○　　○○市美術家協会会長（同○○．○○．○○まで）
　平成○○．○○．○○　　○○県芸術文化協会理事長（現在に至る）
（その他の経歴）
　昭和○○．○○．○○　　○○県文化財保護審議会委員（現在に至る）
（賞　罰）
　昭和○○．○○．○○　　○○展文部大臣賞（日本画「○○」の成果に対して）
　平成○○．○○．○○　　○○県教育長表彰（永年県の芸術文化の振興に貢献したことに対して）

＜注意事項＞
　１  Ａ４判横書きで作成すること。
　２　氏名の記載方法は功績調書と同じ。年齢は推薦年度の11月3日時点。
　３  「学歴」「職歴」「団体歴」「その他の経歴」「賞罰」などの区分に応じ，年代順に　　記入すること。なお，「受賞歴」「公職歴」の区分を特別に設けるなど履歴の内容によ　　り区分を適宜変更してもよい。
　４  「職歴」「団体歴」等については，始期及び終期を正確に記入すること。
　５  団体にあっては，団体の設立・変更・解散等に係る事項，主要な活動歴等を年代順に
　　記入すること。
　６  受賞歴については，受賞理由を記入すること。特に知事表彰，都道府県教育長表彰に
ついては必ず記載し,文化関係での表彰であることを明記すること。
